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Microservices in
● 2014年ごろからモノリシックアーキテクチャからの移行を決断

○ 1システムが巨大だとできないことが多い
● 分割方針

○ 既存機能はビジネス上必要性のある単位で分割を進める（やりすぎない）
○ 新しい機能は別サービスで作って繋ぐ事が前提
○ 基盤チームが音頭を取って技術的な整備や事業側のサポートを行う

● 感じているメリット
○ 開発速度: 共通基盤が整ってきたので現在は快適
○ 教育的側面: オーナーシップ、当事者意識、イチから作る機会

● 感じているデメリット
○ 組織的側面: 社内流動性が高く、オーナー不在のサービスが発生すること
がある

○ コスト: まともに機能させるためには大きな技術投資が必要



Microservices in
● 他社よりうまくやれてそうな部分
○ 技術投資は早くから行ってきたので基盤が整っている
○ 現場ニーズからではなく経営判断としてマイクロサービスをや
っている

○ ほどよくマネージドサービスや OSS に乗ることで、標準的な
構成になっている

● 「我が社もマイクロサービス化したほうがいいですか？」
○ 場合によるし、大体の場合はしなくて良いと思います



Microservices の特徴
● サービスによるコンポーネント化：ライブラリではなく別プロセスで動作するサービスによってア
プリケーションのコンポーネント化を実現している。

● ビジネスケイパビリティに基づく組織化：役割ごとにチームが構成されるのではなく、複数の役割
が混在したチームがひとつのサービスを構築する。（コンウェイの法則！）

● スマートエンドポイント、ダムパイプ：サービス間のメッセージは、HTTP経由でAPI呼び出しさ
れるか、RabbitMQやZeroMQといった軽量メッセージングシステムによる通信で交換される。

● 分散ガバナンス：サービスごとに言語やデータベースなどは統一されず、個別に適切なものが選択
される。

● 分散データ管理：サービスごとにデータを持ち、統合されていない。
● インフラストラクチャ自動化：継続的デリバリが実現され、自動テスト、自動デプロイなどが採用
されている。

● 障害設計：サービス障害に耐性を持つように設計されている。
● 進化的設計：各サービスごとに変更が行なわれ、漸進的に設計がされる。

https://martinfowler.com/articles/microservices.html



スモールビジネスを、
世界の主役に。
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Table
スライド内の表組みはこちらをベースに作成してください。
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マイクロサービスについて
既存サービス or 新規サービス
やってみてよかったこと
やってみて困ったこと

https://sli.do Eventcode: # IFUP2019A4

https://sli.do


マイクロサービスが
向いているケース
向いていないケース

https://sli.do Eventcode: # IFUP2019A4

https://sli.do


マイクロサービスは
ハードウェアやIoT関係の
開発サイクルにマッチするか

https://sli.do Eventcode: # IFUP2019A4

https://sli.do


マイクロサービスで
果たして開発スピードはあがるか

https://sli.do Eventcode: # IFUP2019A4

https://sli.do


公開質問コーナー
sli.doに寄せられたご質問
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